

ノロウイルス対策トレーナー認定制度　実施要領

（平成２６年度　長崎県県央保健所重点事業）

１　目的

　本事業は、「ノロウイルス対策トレーナー」を養成し、かつ認定することで、給食施設における調理従事者への衛生教育を充実させるとともに、施設の自主衛生管理の基礎であるマネジメント機能を強化し、もって、食中毒の発生を未然に防止することを目的とする。

２　対象

　長崎県県央保健所管内（諫早市、大村市、東彼杵町、波佐見町、川棚町）における病院及び福祉施設の管理栄養士、栄養士及び調理主任等を対象とする。なお、本事業への申し込みは、１施設に対し１名までとする。

３　認定の流れ

	申し込み（　月　日〆）
	
	保健所主催研修会受講
	
	各施設での実施事項
	
	保健所へ報告書を提出
	
	認定書の交付

	
	
	＜養成プログラムの受講＞
①ノロウイルスに関する知識とその対策

②マネジメント手法
③問題解決（グループワーク）

④試験の実施　　等
	
	＜施設での衛生教育＞
①講習会の実施

②小テストの実施

＜施設でのマネジメントプログラム＞

①施設の問題点抽出

②改善策の検討

③計画・目標の設定
	
	
	
	


４　保健所主催研修会（ノロウイルス対策トレーナー養成プログラム）

　日時：平成２６年１１月６日（木）　１３：００～１６：３０
　　　※応募者が多い場合等は、日時を変更することがあります。あらかじめご了承ください。
　場所：県央保健所　２階
　内容：１３：００～　研修会
　　　　１４：５０～　休憩

　　　　１５：００～　グループワーク（問題解決）
　　　　１５：４０～　試験

　　　　１６：３０　　終了
５　施設での衛生教育及びマネジメントプログラム

　保健所主催研修会（ノロウイルス対策トレーナー養成プログラム）を受講した者は、自施設で実施する講習会及びマネジメントプログラムを以下のとおり実施する。また、実施した内容は、報告書として保健所へ提出すること。（※様式は保健所主催研修会時に配布）
（１）　調理従事者全員に対する講習会の実施（報告：様式１）

（２）　調理従事者全員に対する小テストの実施（報告：様式２）

（３）　施設の問題点抽出及び改善策の実施（報告：様式３）

（４）　目標（計画）の設定（報告：様式４）

　提出期限：平成２６年１１月末
　提出先：長崎県県央保健所衛生課

　　　　　〒８５４－００８１　諫早市栄田町２６－４９
６　認定基準

　ノロウイルス対策トレーナーの認定を受けようとするもの（以下、「認定希望者」という。）は、以下の事項を実施しなければならない。

（１）保健所が主催する「ノロウイルス対策トレーナー養成プログラム」を受講すること。

（２）自施設において衛生教育及びマネジメントプログラムを実施し、その結果を報告書として保健所へ提出すること。

７　評価及び技術的支援の実施

　保健所の食品衛生監視員の資格を有する職員は、提出された報告書を評価し、必要に応じて技術的支援を行うものとする。また、保健所は、ノロウイルス対策トレーナー認定後も、認定者に対してノロウイルスに関する新たな情報を提供するなど、技術的支援に努めるものとする。

８　公表

　保健所長は、県央保健所ホームページを通じて、認定者の氏名及びその認定者が勤める施設の名称等を公表するものとする。

　なお、公表しない旨の申し出があった施設については、公表しない。

９　認定者へのフィードバック

　保健所長は、各施設の情報を共有化するため、認定希望者から受けた報告書等を取りまとめ、各施設へ問題解決や改善事例などを含めた情報を提供するものとする。

１０　ノロウイルス対策トレーナーの役割

　ノロウイルス対策トレーナーは、ノロウイルス食中毒の発生を防止するため、施設の衛生教育機能とマネジメント機能を高め、継続的かつ計画的に自主衛生管理の促進に努めなければならない。


＜ノロウイルス対策トレーナー認定のメリット＞

①ノロウイルスに関する正しい知識とその対策を知ることができる。

②最新の情報を取得することができる。

③施設での取組を対外的にアピールすることができる。
④全員の衛生意識向上に繋がる。
⑤調理従事者等のモチベーションアップに繋がる。

⑥マネジメント管理手法の基礎が身につく。
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